
"（凹1）力のつりあいより、Pを
求める.

fitT e n つりあいの式
PS=Posting

it※蔭が
ぼ

!

惇

。 .側は使が文字となる「
注に準 .

（2）
（a） 適当な変位との作図を行う、

断熱変化なのでポアソンの式が
成立する、正に

jffjj！曦
代嘔が'

prep'V'と数が後ので）
こ こ で
V ' = V - o r

⇒ v ' = V - S yi s なので
PVにP'（vsgY

⇒ にITには、-）で
も「爾行
=（1-ETP
÷（け、興、
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囮続き
（b） 運動方程式をたてて

m a = P o s t mg_p's
m a = PS-p 's （だ

"

mjip g

(a）よりmq=PS-（けOf)PS （..・P'=（1+0で）P)

ma-_-TEE y E e 単振動の形「一

#

𣱿」の形

になった。
⇒ a - _ -、興、

（C) a - _ - u t x と 比 べ て

⇒ w = E z
た母より
た2大想い

。説明は隋
燕........を実験で
計測に
Iを求めようとしているのだ。
（C）の式を8について解いて、
デ=4で.PVT
：が還、，
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国 P
、

" 謎V T |p .品
!!!

貛ーきた濊！驗

グラフよりWoutもP・V
状態方程式より

PV=1・RT
⇒ p = T

これを代入して

W o u t I RTT
（2） 断熱変化なのでQin=0であり、Qin=outW outより、

O = o u t RTも
ここでN=InRE Iなので
O=IRT+RTが

⇒ I Rot-_-RTE
⇒ 𨐌=一韭. .
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11回 続き
（3） 状態方程式より

（Ptop）（VtN）=1・R（たけ）
⇒ P v tP N t oPvt型にR（下に「），前の状態方程式より

P V = R T
⇒ N + P N t o PV = ル / t R T
⇒ povt o p に R T

Tを作るように変形する、 全体をPVで割って

も+T= J o i ，※熊澤式
より

⇒ T . E E 2（2）の答えより

も=一が一も
二 選り
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"界 ポアソンの式の立て方.
（一定）なので（前PV'=修〇PV'となる）

T.VE'二T IM)
T.VE ' =T.ie口）

辺々割って

篊=譜 ⇒ttitm
（2）（導入部分の文章について）

等温膨張時の仕事をグラフの面積で求める.
状態方程式 PV=n RTより

Y→VAの面積を求めるといい
が、：：：if f n RT..fdv=nRT.f!fdV Wa n n a

二 n RT，（logVA-logVD）

= n RT,logVAT...これがWant A → B
熱力学第一法則の式をたてると
Q I n D → A = 0 t W o u t D → A

となる

"

がこれに
1ogynnnnnhnf.tn
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I I I a） 続 き
（ハ） （B→c）

同様にWont Beを求めると .

Wa i tB → c = 一 n RT,log
BE

"

面積が吸た
logが

✓

の小さくなる
変化なの卵
負の仕事.熱力学第一法則の式をたてると.

Q i nB→ c = 0 t W o u t B C

⇒ Q i nB → c = 一 nRたlogT
今回、放出する熱量Qo u tm e を QBeとしているので、
Q i nBtcの符合を逆にして、

QB→ c =れば、選、いい
（ニ）断熱変化の部分にQinはないので、熱効率eは
Qベースでeを考えれば.QD→AとQB→cだけで立式できる、

e =
いいか型 トータルでoU二 0なので二''t！

!

が・箭恐したが
答品た嚩りつ

= I t ' d
=止邈が、臖
=1-※=𨗈、，、，

（ホ） （1）の結果t=Jよりに）を整理して、

e=1-建、y *この問題の設定のようにQin.Que
を混ぜて考えると、符合がややこしく
なる.QinとWontで考えるのを基本に
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